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100冊越えた
記念パーティー
やり損ねた





•

国交省が提供する3D地図

•

G空間情報センター
（https://front.geospatial.jp/）から、

登記の地図データをダウンロードできるように！





•

•

→Google Mapで実装

→無料で使える回数の制限

→APIの変更に伴う改修とか嫌

よくある
案件ですね！



•
オープンソースのJavaScriptライブラリ。

BSD 2-Clauseライセンス。

ウクライナのVolodymyr Agafonkin氏によって開発された。

https://agafonkin.com/



•
<!DOCTYPE html>
<html>
<head>

<meta charset="UTF-8">
<link rel="stylesheet" href="leaflet.css">
<script src="leaflet.js"></script>
<script>

let map;
window.onload = function (){
// マップの表示先を取得
map = L.map('map’);
//都庁あたりに視点を移動
map.setView([35.68, 139.69], 13);
// 地理院タイルの設定
L.tileLayer('https://cyberjapandata.gsi.go.jp/xyz/pale/{z}/{x}/{y}.png’, 

{attribution: "<a href='https://maps.gsi.go.jp/development/ichiran.html' 
target='_blank'>地理院タイル</a>"

}).addTo(map);
};

</script>
</head>
<body>

<div id="map" style="width:800px;height:600px"></div>
</body>

表示エリア
（id=“map”)
を確保

（2）原点と拡大率を設定

（1）表示要素取得

（3）地理院タイルを設定

CSSとライブラリのインポート



•

このURLをLeafletに指定する



•



•



•

L.tileLayer('https://cyberjapandata.gsi.go.jp/xyz/seamlessphoto/{z}/{x}/{y}.jpg’, 
{attribution: "<a href='https://maps.gsi.go.jp/development/ichiran.html' 

target='_blank'>地理院タイル</a>"
}).addTo(map);



•



•

https://maps.gsi.go.jp/development/ichiran.html





•
例えば、「新宿駅」

// マーカーの設定
let marker = L.marker([35.690206,139.700432]).addTo(map);

新宿駅の緯度経度



•
// マーカーの設定
let marker = L.marker([35.690206,139.700432]).addTo(map);
marker.bindPopup("新宿駅").openPopup();

ポップアップ
(opnePopupしないとデフォ
ルトでは閉じていて、クリックで
開く）





•

https://maps.gsi.go.jp/
緯度・経度が表示される



•

①住所から緯度・経度を調べるAPI。シンプルジオコーディン
グ実験

②住所を記述したCSVをアップロードすると末尾に緯度経
度をつけたものを返してくれる。CSVアドレスマッチングサービ
ス

https://geocode.csis.u-tokyo.ac.jp/


•
東京都庁第一庁舎の住所「東京都新宿区西新宿2丁目8-1」

$ curl -k -X GET https://geocode.csis.u-tokyo.ac.jp/cgi-
bin/simple_geocode.cgi?addr=東京都新宿区西新宿2丁目8-1
<?xml version="1.0" encoding="Shift_JIS" ?>
<results>
<query>�����s�V�h�搼�V�h2����8-1</query>
<geodetic>wgs1984</geodetic>
<iConf>5</iConf>
<converted>�����s�V�h�搼�V�h2����8-</converted>
<candidate>
<address>�����s/�V�h��/���V�h/�񒚖�/�W��</address>
<longitude>139.691772</longitude>
<latitude>35.689629</latitude>
<iLvl>7</iLvl>
</candidate>
</results>

※住所でなく名称の「東京都庁第一庁舎」をaddrに指定することでも検索できます



•
<select id="point">

<option value='[35.690206,139.700432, "新宿駅"]'>新宿駅</option>
<option value='[35.689629, 139.691772,"東京都庁"]'>東京都庁</option>
<option value='[35.683740,139.701548, "代々木駅"]'>代々木駅</option>
<option value='[35.685274,139.708242, "新宿御苑"]'>新宿御苑</option>

</select>
<button onclick="viewmarker();">Go</button>

選択して［Go］をクリックす
ると、その場所にピン表示さ
れるようにしたい

選択肢には、緯度経度と
名称を設定してある



•

let beforemarker = null;

function viewmarker() {
// 選択された値を取得
const val = JSON.parse(document.getElementById("point").value);

// 前回のマーカーを削除
if (beforemarker) {
map.removeLayer(beforemarker);

}

// マーカーとポップアップを設定
beforemarker=L.marker([val[0], val[1]]).addTo(map);
beforemarker.bindPopup(val[2]).openPopup();
// その場所を中心に移動
map.setView([val[0], val[1]]);

}



•





•
国交省が提供する3D都市モデル

ビルや橋梁、道路などの建築物のリアルな形状を3Dモデル
として入手できる

地形の起伏のデータもある

「地図」であり、確度が高い（寸法が正確）

シミュレーションやドローンの運行計画などにも

利用できる

一部地域から順次、全国展開中



•
https://plateauview.mlit.go.jp/



•



•
立方体モデルから精細なモデルまで、いくつかのレベルに分
けて格納されている。地域によって提供されるLODは異なる。

https://www.mlit.go.jp/plateau/learning/tpc01-2/より

LOD1：立方体モデル LOD2：屋根、壁、床の情報
あり

LOD3：窓や出入口なども
あり

https://www.mlit.go.jp/plateau/learning/tpc01-2/


•
https://www.mlit.go.jp/plateau/faq/

https://www.mlit.go.jp/plateau/faq/


•
データ形式は、CityGMLというXML形式。ポリゴンと属性。

実際に使う場合は、ほかの形式に変換して使う。

CityGML

FBX OBJ glTF GeoJSON

3Dソフト（Blender、Unity、
Unrealなど）でよく使う）

Web系の3Dグラフィックでよ
く使われる

FME Desktopなど
Blenderなど

3Dtiles



•
https://www.geospatial.jp/ckan/dataset/plateau

都市によっては、
CityGML以外にも
FBXやOBJもダウ
ンロードできます



•
https://www.mlit.go.jp/plateau/learning/tpc00/

・データの構造

・変換方法

・Blenderで開く

・Unity、Unrealで使う

・Cesium、TerriaJS、Three.jsなどでブラウザで使う

・TouchDesigner、CLIP STDUIO PAINなどで使う

・ROSで使う

などなど

がんばってまとめました。
監修者の皆様、ありがと

うございました！

https://www.mlit.go.jp/plateau/learning/tpc00/


•
Plateauは地図なので、地図の規則に従っている

①地域メッシュ

・日本を分割して付けた番号

・データは地域メッシュ単位のファイル名になっている

②座標の問題

・データは緯度・経度・標高

・Unity、Unrealなどで使うときはXYZ座標系（単
位はメートル）に変換する→平面直角座標系



•
日本の地域を縦横に分割したもの。統計等で使われる

https://www.stat.go.jp/data/mesh/m_tuite.html

同ページ地域メッシュ区分図より

4桁の番号が
付いている

https://www.stat.go.jp/data/mesh/m_tuite.html


•

Plateauは、ほとんどが3次メッシュ（地形などは2次メッシュ）の
単位で配布されている

1km四方で8
桁の番号



•
https://jstatmap.e-stat.go.jp/

3次メッシュの［ラ
ベル］にチェックを
付ける

番号が表示され
る。例えば、都庁
を含む場所は
「53394525」

https://jstatmap.e-stat.go.jp/


•
https://www.gsi.go.jp/sokuchikijun/jpc.html

地域ごとに法令で決まっている原点。

東京は「9系」と
呼ばれる平面直角
座標系が使われて

いる

https://www.gsi.go.jp/sokuchikijun/jpc.html


•

36度0分0秒
139度50分0秒

東京駅から約
37km

（37000m）
離れたところ



•
・東京駅は原点から37km（37000）ほど離れている

・3Dソフトで読み込んだとき、遠すぎて見えない

・精度がfloatでは足りなくてdoubleでないとダメなことも

・高さも「標高」なので、ここも検討しないといけない

https://www.mlit.go.jp/plateau/learning/tpc03-4/#p3_5

詳しくは
チュートリア
ルを見てね！







•

オープンソースの3D地理空間可視化プラットフォーム
https://cesium.com/

•

JavaScriptのライブラリ。

3D Tiles形式のデータを表示できる

https://cesium.com/


•
https://github.com/Project-PLATEAU/plateau-streaming-
tutorial/blob/main/3d-tiles/plateau-3dtiles-
streaming.md

・URLを指定するだけで3D Tiles形式を受信できる

・試験サービスなので、提供期間・サービスレベルの保証なし

→商用で使うなら自分で3D Tilesにコンバートしたものを
用意するのがよい

https://github.com/Project-PLATEAU/plateau-streaming-tutorial/blob/main/3d-tiles/plateau-3dtiles-streaming.md


•



•
https://cesium.com/learn/cesiumjs-learn/cesiumjs-
quickstart/

Cesiumは、Cesium ionというサービスで配信データを定義して、そこ
から配信データを受け取るような構成だが、3D Tilesを自分で用意
する場合、Cesium ionは必要ない

（Quick Startには、Cesium ionのアクセストークンを取得してという
くだりがあるが、必要ない）

https://cesium.com/learn/cesiumjs-learn/cesiumjs-quickstart/


•
<!DOCTYPE html><html lang="ja"><head>

<meta charset="utf-8">
<script 

src="https://cesium.com/downloads/cesiumjs/releases/1.101/Build/Cesium/Cesium.js"></script>
<link 

href="https://cesium.com/downloads/cesiumjs/releases/1.101/Build/Cesium/Widgets/widgets.css" 
rel="stylesheet">
</head>
<body>

<div id="cesiumContainer"></div>
<script>

const viewer = new Cesium.Viewer('cesiumContainer', {
terrainProvider: Cesium.createWorldTerrain()

});
// 建物モデルを追加
const shinjuku = viewer.scene.primitives.add(
new Cesium.Cesium3DTileset({
url : 'https://plateau.geospatial.jp/main/data/3d-

tiles/bldg/13100_tokyo/13104_shinjuku-ku/low_resolution/tileset.json'
}));

// 全体を見渡すようにズーム
viewer.flyTo(shinjuku);

</script>
</div>
</body>
</html>

新宿区の配信
URLを指定

データ全体が見える視
点・縮尺に移動



•



•

<select id="point">
<option value='[35.690206,139.700432, "新宿駅"]'>新宿駅</option>
<option value=' [35.689629,139.691772, "東京都庁"]'>東京都庁</option>
<option value='[35.683740,139.701548, "代々木駅"]'>代々木駅</option>
<option value='[35.685274,139.708242, "新宿御苑"]'>新宿御苑</option>

</select>
<button onclick="viewmarker();">Go</button>



•

function viewmarker() {
// 選択された値を取得
const val = JSON.parse(document.getElementById("point").value);
// その場所に視点を移動
viewer.camera.flyTo({
destination: Cesium.Cartesian3.fromDegrees(val[1], val[0], 500.0),
orientation: {

heading: Cesium.Math.toRadians(0),
pitch: Cesium.Math.toRadians(-45),

}
});

}



•



•

建物がクリックされたときにポップアップ表示する

建物に色を付ける

さまざまな地図を重ねて表示する

などなど、多数の機能があります！







Oculus Quest 2で、雑にVRを楽しむ
本。
Unityで、3Dのオブジェクトを置いて、
その空間を歩いたり、的を倒すもの
を作ったりする。

Unity経験者なら2時間ぐらい、経験
者でなくても1日ぐらいで、「ちょっと
楽しめる」コンテンツを作れるように
する

のがコンセプト。

Plateauも少し扱ってます。







小笠原種高 大澤文孝

モウフカブール
http://mofukabur.com/



Boothにて頒布中
https://mofukabur.booth.pm/items/4346921



「Booth」で頒布中。

新譜

で「モウフ

カブール」検索して
ね！

Boothにて頒布中
https://mofukabur.booth.pm/items/4181717





おかげさまで8年ぶりの大改訂！

インターネット、DNS、HTTP、TLS/SSL証
明書などの仕組みを知りながら、PHP
プログラミングを習得する本。

仕組みを知りながらなので「納得して
学習できる」のがウリです。

Cookieやセッション、WebStorageにつ
いても言及

正規表現やテンプレートエンジン、
データベース（SQL）など、周辺技術も
ひととおり学べます



•

当選したら、

ツイートしてくれる
とうれしい！





•

・こんなこと知りたい

・こういうことがわからない

→是非、教えてください！

大澤文孝

モウフカブール
http://mofukabur.com/

小笠原種高
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